
（5）2019年５月1日号

り
を
北
梅
本
町
の
友と

も

澤ざ
わ

彌や

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
が
彫
っ
た
見
事
な
彫
刻
が

囲
ん
で
い
ま
す
。
特
に
「
籠か

ご

彫ぼ
り

」

は
素
晴
ら
し
い
高
等
技
術
で

す
。
こ
の
本
殿
は
市
の
指
定
有

形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　葉
佐
池
古
墳
は
今
か
ら
１
４

０
０
年
前
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
に
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
横
穴
式
石
室

で
、
盗
掘
や
破
壊
を
免
れ
現
在

ま
で
残
っ
て
い
る
古
墳
は
、
国

内
で
も
非
常
に
珍
し
く
、
古
墳

の
築
造
順
序
な
ど
が
明
ら
か
に

な
る
な
ど
、
古
墳
時
代
後
期
の

葬
送
儀
礼
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
大
変
貴
重
な
古
墳
で
す
。

　こ
の
古
墳
の
１
号
石
室
か
ら

は
３
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
中
の
１
人
に
は
、
２
種
類

の
ハ
エ
の
卵
や
蛹さ

な
ぎ

が
付
着
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
付
着
し
て
い

た
ハ
エ
の
習
性
か
ら
、
古
墳
時

代
の
葬
祭
儀
式
「
モ
ガ
リ
」
が

１
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
続
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　子
規
の
俳
句
が
両
面
に
刻
ま

れ
て
い
る
句
碑
。

表
　
　巡
礼
の

　
　
　夢
を
冷
す
や

　
　
　松
の
露

　明
治
24
（
1
8
9
1
）
年
８

月
19
日
、
帰
省
中
の
子
規
が
友

人
の
３
人
と
唐か

ら

岬か
い

と
白し

ら
猪い

の
滝

見
物
に
出
か
け
、
平
井
町
畑
中

の
老
松
の
下
で
休
憩
中
に
詠
ん

だ
句
。

裏
　
　茸
狩
り
や

　
　
　浅
き
山
々

　
　
　女
連
れ

　明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
11

月
30
日
の
新
聞
「
日
本
」
に
掲

載
さ
れ
た
句
。平
井
町
は
当
時
、

松
茸
市
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　明
星
院
は
雄
大
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
昔

は
、４
㌔
㍍
ほ
ど
北
の
高た

か

棚と
う

山ざ
ん

の

頂
上
近
く
に
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
天
正
６
（
１
５
７
８
）
年

に
火
事
で
焼
け
て
し
ま
い
、
今

の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
本

尊
は
救
世
観
音
菩
薩
で
、
妊
娠

し
た
人
が
無
事
に
出
産
で
き
る

よ
う
に
祈
ら
れ
て
い
た
仏
像

で
、
子
安
観
音
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　こ
の
観
音
像
は
、
か
つ
て
小

野
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た

与
力
松
を
使
っ
て
、
小
野
出
身

の
大
西
努
さ
ん
が
作
り
ま
し

た
。
本
来
、仏
像
に
は
ヒ
ノ
キ

や
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ

る
そ
う
で
す
が
、マ
ツ
で
で
き
て

い
る
仏
像
は
あ
ま
り
な
い
そ
う

　小
野
地
区
は
、「
北
梅
本
村
」・

「
南
梅
本
村
」・「
水
泥
村
」・「
小

屋
峠
村
」・「
苅
屋
村
」・「
平
井

谷
村
」・「
畑
中
村
」
の
７
つ
の

村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
（
北

梅
本
村
と
南
梅
本
村
は
延え

ん

享き
ょ
う

3

〈
１
７
４
６
〉
年
に
梅
本
村
が

分
離
）が
、明
治
22（
１
８
８
９
）

年
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
小

野
村
と
な
り
ま
し
た
。
７
つ
の

村
が
一
つ
の
村
に
な
っ
た
と
き
、

村
の
中
央
に
は
「
小
野
川
」
が

流
れ
、
近
く
に
は
「
小
野
小
学

校
」
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
小

野
村
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
昭
和
36
（
１
９
６

１
）
年
に
松
山
市
に
合
併
さ
れ

小
野
地
区
の
歴
史

　〜小
野
村
誕
生
か
ら

　
　
　
　
　松山
市
へ
〜

日
吉
神
社

葉
佐
池
古
墳

子
規
両
面
句
碑

明
星
院

　松
山
ゆ

か
り
の
先

人
78
人
と

伝
統
文
化

や
歴
史
の

お
話
17
話
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
購
入
方
法
な
ど
詳
細
は

市
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務

所
☎
9
8
9
ー
5
1
4
4
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
人
と
文
化
の
読
み
物
教
材

広
が
れ
！

ふ
る
さ
と
松
山
の
心

「語り継ぎたいふるさと
松山 百話 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」
もあります

で
す
。

　与
力
松
と
は
、高
さ
約
35
㍍
・

幹
の
周
り
約
６
㍍
・
樹
齢
１
０

０
０
年
と
も
い
わ
れ
た
マ
ツ
の

こ
と
で
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被

害
に
あ
い
、
昭
和
55（
１
９
８

０
）
年
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
与
力
松
の
名
の
由
来
は
元

弘
３
（
１
３
３
３
）
年
、土
居
・

得
能
軍
の
与
力
た
ち
が
大
松
の

下
で
神
水
を
飲
み
必
勝
を
誓
っ

た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
明
星
院
に
あ
る
鐘
の

音
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
除

夜
の
鐘
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　日
吉
神
社
は
い
つ
建
て
ら
れ

た
の
か
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
、
再
建
さ
れ
た
本
殿
の
ま
わ

（左上から）
村上 椿さん、丹生谷 美零さん、河野 愛生さん、塀内 杏さん
安岡 連人さん、中尾 亮介さん、古田 斗希さん、奥村 峻大さん

　小
野
め
ぐ
り
で
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
自

然
や
歴
史
に
あ
ふ
れ

た
小
野
で
過
ご
す
こ

と
を
誇
り
に
思
い
た

い
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
に
も
小
野
地
区
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
昔
の
人
た
ち
の
知

恵
や
工
夫
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

調べ学習で使った「小野ふるさとまっぷ」

ふるさとまっぷを手に史跡を巡る

中学生連載企画
私たちの
ふるさと
松山学

　私
た
ち
は
、
１
年
生
の
時
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
小
野
公
民
館
の
発
行
す
る

「
小
野
ふ
る
さ
と
ま
っ
ぷ
」
を
基
に
小
野
地
区
を
巡
り
、
地
元
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

№37

小野中学校

歴
史
に
触
れ
る

　小野
地
区
め
ぐ
り

救世観音菩薩（中央）

伊予鉄平井駅にある子規両面句碑

小野地区めぐりの様子


